
① 熊本地震が、農地（地表および地下部、土壌、地下水）や水稲、果樹・野菜（トマト、カキ、ウンシュウミカ

ン等）、代替作物（大豆、飼料作物）の生育へ与えた影響を明らかにした。 

 

【普及目標】 

① 農地・作物生育への影響に関する調査結果をとりまとめ、2017年までに、熊本県の生産者や関係機関に

受け渡す。 

② 2017年～2018年は、シンポジウム等を通し、調査結果を周知。 

③ 2017年～2018年は、ドローンによる不陸の推定手法をマニュアル化。 

 

〔研究タイプ〕 
重要施策対応型 
〔研究期間〕 
平成２８年（１年間） 

 
28039C 

 

分  野 適応地域 
農業－ 

農地、土壌、 
水稲、畑作物、 
園芸、果樹、 
飼料作物 

 

平成28年4月に発生した熊本地震により、熊本県では圃場の亀裂や液状化、地下水の塩水化、果樹園の法

面崩壊などの多大な被害が生じた。このため本課題では、熊本県の速やかな営農再開に向けて、農地の被

災状況を最新の技術を用いて明らかにし、水稲や果樹・野菜等への影響や代替作物である大豆・飼料作物

類の生育特性を把握した。 

① ドローンにより、被災農地の不陸（圃場の凹凸）状況を迅速かつ安価に推定する手法を開発した。精度
は、従来の航空機レーザー測量と有意差はなく、１km2当たり約85万円（航空機レーザー測量の約30％）
のコストで、１週間程度で推定できる。 

② 不陸により生じた圃場の凹部では、代替作物である大豆に湿害が発生し、葉色が低下し、整子実量が半

減した。水稲の生育および収量は、圃場の凹部（水域部）の収量が凸部より優った。スクミリンゴガイの

被害が多い水田では凹部の生育・収量が劣る傾向を示した。 

③ 飼料作物は播種時期、草種が多様なことから、適切な草種を選択することにより代替作物として阿蘇谷

の様々な作付け条件に対応できることを明らかにした。 

④ 根が露出したウンシュウミカンでは果実肥大が抑制され糖度が高くなる傾向があった。施設栽培のトマト

では液状化の影響は必ずしも一様ではなかったが、生育に大きな違いは確認されなかった。 

 
【公表した主な特許・品種・論文】 
① 丸山篤志他．熊本地震により亀裂や不陸が生じた水田圃場の減水特性．日本農業気象学会2017全国大会 
② 北川まき他．土壌水分条件が異なる圃場での飼料作物の収量の比較．2017年度日本草地学会弘前大会 
③ 野見山綾介他．熊本地震の被災農地で栽培された大豆および水稲の生育調査．日本農業気象学会2017年全国

大会 

〔研究グループ〕 
農研機構九州沖縄農業研究センター、熊本県農業研究センター、 
農研機構農業環境変動研究センター、農研機構農村工学研究部門 
〔研究総括者〕 
農研機構九州沖縄農業研究センター 岡本 正弘 

熊本地震が農地や水稲、園芸作物、代替作物（大豆、飼料作物）の生育へ与えた影響が明らかにされ、熊

本農業の創造的復興に貢献する。ドローンによる不陸の推定手法は、従来の航空機レーザー測量に比べ

安価かつ迅速に適用できることから、今後、地震による農地の被災状況を迅速かつ効率的に把握する上で

の基本技術となる。 

九州 

１ 研究の背景・目的・成果 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び取り組み状況 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 

キーワード： 水稲・ダイズ・ソルガム・イネ科牧草・トマト・ミカン・カキ、熊本地震、不陸、液状化、法面崩壊 

被災地域の営農再開に向けた熊本地震による農地・作物生育への影響に関する調査研究 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（実用技術開発ステージ）/研究紹介２０１７ 
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問い合わせ先：農研機構 岡本正弘 TEL096-242-7515 

（28039C）被災地域の営農再開に向けた熊本地震による農地・作物生育
への影響に関する調査研究 

研究の成果 

具体的な成果の内容 

熊本地震が、農地（地表および地下部、土壌、地下水）や水稲、果樹・野菜（トマト、
カキ、ウンシュウミカン等）、代替作物（大豆、飼料作物）の生育へ与えた影響を
明らかにした。 

今後の展開方向及び国民生活への貢献 

生産者、ＪＡ、農業土木等行政機関と調査結果を共有し、速やかな復旧と創造的な復興に貢献 

ドローンがとらえた農地の不陸の状況 
地震により、圃場整備事業以前の水路埋め立て
部分が沈下 

トマトの生育状況 
（左：対照区、右：液状化区） 
 
生育状況には大きな差は見られない 

不陸（農地の凹凸）が大豆作や水稲作におよぼす影響 

不陸の発生と大豆の生育 
不陸発生箇所（圃場の凹部）では、湿害が発生して、
葉色が淡くなり、収量は半減。 

液状化の発生とトマトの生育 

不陸の発生と水稲の生育 
圃場の凹部（図中央の葉色が濃い部分）で欠株（スクミリンゴガイに
よる食害が一因とみられる）が多く、減収傾向となった。 

ドローンの写真で青い部分が圃場の凹部で、葉色が
淡くなり葉温も高いことを明らかにした。 

0.2 m 

－0.2 m 

0 m 

【対応策】スクミリンゴガイ対策（湛水しない／殺虫剤の選定） 

【対応策】湿害対策（調湿種子＋種子消毒、明渠の徹底、 
播種法（畝立て播種、部分浅耕播種）、品種選定、 
レーザーレベラを用いた圃場の均平化等） 
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